
「
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
無
記
名
証
券
」

翻

訳
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

-
ブ
ル
ン
ナ
l

V 

指
図
文
句
と
代
理
人
文
句

指
図
文
句

g
a
q
E由
民
主
)
は
、
名
指
し
で
指
名
さ
れ
た
者
が
将

来
の
意
思
表
示
を
と
お
し
て
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
人
に
、
権
利
が
帰
属

し
、
給
付
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
名
指
し
で
指

名
さ
れ
た
者
は
、
自
ら
を
こ
の
人
と
し
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
指
図
文
句
に
と
っ
て
は
、
選
択
的
表
現
と
非
選
択
的
表
現
の
間
の

差
異
は
、
法
律
的
に
は
存
在
し
な
い
。
今
日
の
法
に
よ
れ
ば
「
N
の
指

図
人
に
」

(g
島
由
。
込
句
仏

g
z・
)
と
い
う
文
句
と
「
N
に
ま
た
は
指

図
人
に
」
と
い
う
文
句
は
法
的
に
問
倒
鐙
で
あ
る
よ
う
に
、
中
世
の
指

図
文
句
に
お
い
て
も
ま
た
、
そ
れ
が
選
択
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
否

か
は
、
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

指
図
文
句
は
、
同
時
に
口
市
中
一
不
文
句
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
そ
う
で
な

/ー¥

八
七
九
年
)

(
そ
の
3
)

庄

子

良

訳

男

い
か
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
に
お
い
て
は
、
証
券
を
所
持
し
か
っ
祭
示

す
る
と
こ
ろ
の
、
か
の
指
図
人

(cam叫
)
の
み
に
、
給
付
が
行
わ
れ
、

ま
た
は
、
権
利
が
帰
属
す
べ
き
で
あ
る
。
指
図
入
は
、
同
時
に
証
券
所

持
人
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
誌
券
所
持
人
は
、
彼
が
同
時
に
指
図
人
を

有
す
る
場
合
に
の
み
要
求
し
て
よ
い
と
さ
れ
る
。
同
時
に
所
持
の
要
件

を
設
定
す
る
指
図
文
句
は
、
広
義
に
お
け
る
持
参
入
文
句
の
も
と
に
入

る
。
そ
れ
は
変
態
持
参
入
文
句
(
告
知

EN奇問。
zzzEsa)
で
あ

る
。
何
時
に
呈
示
文
句
で
は
な
い
指
図
文
句
の
た
め
に
、
私
は
、
単
純

指
凶
文
句

(EngnF席
。
円
仏

nEgg-)
と
い
う
呼
び
名
を
、
所
持
を
前

提
と
す
る
指
関
文
句
の
た
め
に
は
、
指
鴎
持
参
入
文
句
(
。
&
3
2
6

吉
宮

E
E
E
)
と
い
う
呼
び
名
を
用
い
る
で
あ
ろ
う
。

指
図
文
句
と
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
の
は
、
代
理
文
句

(
ω
E
Z刊で

宮吉田岡田町一白
E8-)
ま
た
は
支
配
権
文
句
(
卑
一
C
E
g
n
g
Z
8目
)
で
あ
る
。

後
者
は
、
名
指
し
で
指
名
さ
れ
た
者
が
そ
の
代
理
人
と
決
定
す
る
で
あ
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0
0
.ム

ろ
う
ひ
と
に
給
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
言
、
っ
。
そ
れ
は
、
単
純
支

配
権
文
句
(
出
n
E
R
F
8
P
R
R
R
E
C
E
)
と
し
て
見
出
さ
れ
る
か
、
ま

た
は
、
そ
れ
は
、
た
だ
証
書
を
呈
示
す
る
代
理
人
に
対
し
て
の
み
給
付

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
決
定
す
る
。
後
者
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

れ
は
、
変
態
持
参
入
丈
勾
で
あ
る
。
私
は
、
そ
れ
を
そ
れ
ゆ
え
短
縮
の

た
め
に
、
代
理
機
持
参
入
文
句
(
方
c
n
R岳
民
民
σ
n
a
g
E
)
と
名
づ
け

る
で
あ
ろ
う
。

単
純
指
図
文
句
の
形
式
と
し
て
、
私
は
、
以
下
の
も
の
を
掲
げ
る

0

1
.

「
ま
た
は
あ
な
た
が
委
任
し
て
し
ま
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
人
に

を
己

n
E
S
S含
忘
号
)
」
。
言
葉
の
意
味
に
よ
れ
ば
我
々
の
今
日
の
指

図
文
句
に
対
応
す
る
こ
の
文
句
は
、
一
二
四
七
年
な
い
し
一
ニ
四
八
年

の
マ
ル
セ
イ
ユ
の
約
束
手
形
に
お
い
て
は
、
極
め
て
し
ば
し
ば
代
表
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
も
っ
と
も
最
近
に
公
表
さ
れ
た
証
書
が
手
形
の
歴
史

の
た
め
に
有
す
る
意
味
へ
の
顧
慮
を
も
っ
て
、
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
例
を

完
全
な
文
言
に
お
い
て
掲
載
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
c

他
地
払
約
束
手
形

(
0
0
2
門
戸
否
認
回
開

8
5
n
g生
。
私
マ
ル
セ
イ

ユ
市
民
で
あ
る

w-
デ
・
サ
ン
ク
ト
・
シ
ロ
は
、
あ
な
た
庁
、
グ
イ
ダ

ロ
l
ト
・
グ
イ
デ
ィ
、
ラ
イ
ネ
リ
オ
・
ロ
ラ
ン
デ
ィ
l
、
セ
ネ
ン
シ
l

プ
ス
に
、
交
換
ま
た
は
一
向
替
の
原
閣
か
ら
私
は
あ
な
た
が
た
か
ら
ピ
サ

通
貨
の
N
}
2
3
加
と

kζ

を
ピ
ザ
に
お
い
て
受
け
取
り
そ
し
て
持
っ

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
つ
つ
、
承
認
し
か
っ
再
認
す
る
。
そ
れ
ら
の
人
々

の
た
め
に
前
述
の
貨
幣
で
一

Mg
ご
ω
?お
よ
び
品
仏
を
、
私
は
、
あ
な

J

一ムハ

た
が
た
に
ス
テ
ィ
ブ
ラ
i
チ
オ
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
が
た
に
、
ま
た
は
、

あ
な
た
が
た
の
共
同
組
合
員
で
あ
る
ド
ノ
・
デ
・
ピ
ロ
ゾ
、
ま
た
は
、

ラ
イ
マ

l
コ
・
ヂ
・
パ
ル
チ
に
、
ま
た
は
、
あ
な
た
が
た
が
委
任
す
る

で
あ
ろ
う
人
に
、

zo--を
ト
ゥ

l
ル
の
パ
リ
シ
ウ
ス
の
も
と
で
四
月

半
ば
に
与
え
、
そ
し
て
、
支
払
う
こ
と
を
約
束
す
る
。
そ
し
て
、
す
べ

て
の
支
払
わ
れ
た
る
も
の
、
お
よ
び
、
要
求
さ
れ
る
べ
き
前
述
の
債
務

の
た
め
に
、
期
限
を
越
え
て
、
あ
な
た
が
た
が
作
る
か
ま
た
は
生
じ
た

で
あ
ろ
う
損
失
と
損
害
を
、
し
た
が
っ
て
あ
な
た
に
お
よ
び
あ
な
た
が

r

日
J

た
に
あ
な
た
が
た
の
単
純
な
信
じ
ら
れ
る
べ
き
言
葉
を
も
っ
て
、
そ
し

て
、
証
人
と
そ
の
他
の
証
明
か
ら
〔
私
は
約
束
す
る
〕
。
債
務
を
負
う

私
は
、
等
々
。
雨
韓
併
商
の
貸
金
台
帳
に
従
う
マ
ル
セ
イ
ユ
の

J

件
書
類
。

証
人
、
ジ
ダ
ウ
ル
ス
・
チ
ヴ
ァ

l
テ
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
・
デ
・
マ
ン

サ
!
コ
、
ジ
ラ
ウ
ド
ウ
ス
・
デ
・
リ
ピ
ス
、
ガ
ウ
ス
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
デ
-

カ
ウ
セ

1
リ
イ
ス
。
こ
れ
に
よ
っ
て
公
正
証
書
は
作
成
さ
れ
た
。

岡山加
c
d『・込刊出
mwロロ件。∞可岳
anFぐ
2
7曲陪抽出乱}一向円。
=3rwOH12
コ
wncmpC出円。

〈
Cぴ
Z
C
E
F仏包。
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出阿佐開門知向中出向リコ
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-
H
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白
出
。
ロ
包
σ
E
p
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FhHヴロ民間開

2
5
8勺仲間開閉

2
8
5由旬開コロ
g
g
n
F
0
2田明
n
z
n曲一
Sσ
亡
国
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宮
出

η
内
対
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岡
戸
×
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・
問
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間
百
円
回
目
v
Z
B
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-
z
虫
色
タ
円
m
g岡田円
S
5
2
n
-
u

同MH10S巳
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同
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円
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S
F
n
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在
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問

V
R
8
M
V
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0
5
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ぴ
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}
0
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E
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W
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g
c
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5
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2
3
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g
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S
a
g
g
g
m
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F
o
g
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有
国
国
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吉
田
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g
g
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E
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さ
&
2
0
内
同
町
立
目
。
旬
開
問
。
E
c

p
n
作
コ
江
田
〈
己
窓
口
口
弓
柑
コ
江
田
口
寄
由
同
町
コ
回
一
=
H
Z
H
岡
田
巴
同
M
g
&
n
g
g
d
円
『
町
内
同
開
出
品
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一
附
M
m
)

諸
島
w

〈
。
σ
仲
間
開
門
〈
四
国
忠
由
〈
g
c
・
0
a
g
切
口
巳
〈
町
『
σ
O
陸
一
σ
ぷ
z
m
R
由
民
σ
口
回
虫
色
包

喝さσHF20出向uoσ}仲間同=出2n-
〉

2
5
6
玄
向
説
明
昨
日
5
2
同
窓
円
谷
口
宮
田
町
民
吋
岡
山
M
E

s
a
g
-
吋
g
円
相
聞
の
尽
佳
品
E
C
4
同
一
戸
∞
m
g
静
岡
色
虫
色
白
Y
向
島
田
E
n
o
E
S
E
C
田

島
m
m
f
p
。
白
ロ
由
σ
由
同
A
E
田
島
町
内
世
出
田
町
江
仲
間
・
明
恒
三
ロ
ヨ
吋
口
町
ル
ロ
門
H
O
℃
出
σ
口
出
n
E
g

実
V

回口出口ば国岡町田
-
F

ロロ同・

あ
る
市
場
手
形
に
お
い
て
標
準
的
な
筒
所
は
次
の
よ
う
に
言
、
っ
。
す

な
わ
ち
、

我
々
が
あ
な
た
か
ら
、
あ
な
た
の
そ
し
て
あ
な
た
が
た
の
組
合
員
た
ち

の
譲
渡
人
た
る
名
を
も
っ
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
お
い
て
通
用
す
る
形
式

で
調
整
さ
れ
た
貨
幣
で
出

2
・
を
、
持
ち
そ
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
こ

と
を
、
わ
た
し
が
通
知
す
る
こ
と
を
、
我
々
は
あ
な
た
に
承
認
し
そ
し

て
再
確
認
す
る
:
:
:
云
々
。
そ
れ
ら
の
人
々
の
た
め
に
我
キ
は
お
出
?

を
あ
な
た
に
ス
テ
イ
プ
ラ
チ
オ
に
よ
っ
て
与
え
、
そ
し
て
、
あ
な
た
に

ま
た
は
あ
な
た
の
組
合
員
た
ち
に
ま
た
は
あ
な
た
が
委
任
す
る
で
あ
ろ

う
人
に
地
域
貨
幣
の

Mg戸
を
、
正
し
く
約
束
さ
れ
た
以
後
の
最
も
近

い
将
来
の
パ
リ
の
市
場
に
お
い
て
、
ま
た
は
、
も
し
か
り
に
そ
の
市
場

が
関
か
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
そ
の
市
場
の
期
限
内
に
お
い
て
、
支
払

F

叩』

う
こ
と
を
約
束
す
る
。

円
。
口
内
定
。
ョ
ロ
『
2
a
n
o
匂
ち
出
n
-
g
E
C
刊
誌
:
:
:
口
O凹
Y
白σ5国間仲町内円四円中

旬
Z
n
i
-
-
-
曲
目
同
可
申
込
S
R
2
0
ヨ
ル
コ
明
言
0
2
8
B
o
s
c
a
g
e
-
g
g

nnnxxuハ
〈
F
5
0
口
g
m
g
片
的
2
m
g
c
品
0
2
E
玄
-
仲
間
ル
ロ
玄
曲
目
明
医
院
叫
開
国
出
国
s

a恒国別OR-同凶『。
R

吉
宮
宮
内
(
一
円
U
V

ハ×
un
〈
戸
℃
3
g
w
民
g
z
研
円
zu-
市内持田思想ロg'

E
C
E
O
白
色
町
5
2
8
}
〈
号
刊
此
Z
5
-
g
g
c
円
安
門
戸
弘
前
〈
白
日
必
g
g
g
e
J
気
自
己
曲

目
門
戸
望
。
丘
口
四
口
出
吉
岡
吋
阿
古
盟
国
出
向
田
口
百
円
回
目
∞
館
山
言
。
弘
同
叫
岡
市
〈
町
ロ
仲
田
弘
回
診
符
田

宮
内
Z
S
宮
間
5
2
5
〈
a
s
J
5
5
0
E
S
S
E
E
E
g
g
-
弘
司
O
込
町

内丘町一[刊=E出円四吟口開〈位打曲師目。口同・

2
.
「
あ
な
た
の
委
任
に
よ
っ
て
(
3
8
仏
民
o
g
o
)
」
ま
た
は
「
あ

な
た
に
ま
た
は
あ
な
た
の
委
任
に
よ
っ
て
(
幸
一
〈
a
s
s
e
s
g
c
こ
o

g
g
仏
民
。
の
主
格
は
g
g
念
g
m
(
受
在
者
)
で
は
な
く
て
g
g
念
g
g

(
委
任
)
で
あ
る
。

一
心
…
七
六
年
一
「
彼
ら
は
、
上
述
の
金
額
を
前
述
の
修
道
院
長
の
委

任
に
向
け
て
、
:
:
:
毎
年
、
支
払
う
σ
」
(
己
ぷ
一
円
四
回
n
g
g
同
v
o
n
g
s
n
g
g
f

E

E
邑
g
E
E
苦
情
お
き
由
民
間
的
R
E
m
-
E
4
書
ロ
g
Z
5
2
:

曲
目
E
S
S
百
三
〈
百
円
・
)

一
二
五
九
年
一
「
返
還
さ
れ
る
べ
き
;
:
:
五
枚
の
金
貨
の
た
め
に
同

じ
主
人
た
ち
に
ま
た
は
そ
の
主
人
た
ち
の
委
任
に
」

C
M
3
・
同
き
告
5
8

告
刊
明
。
ロ
仏
政
:
:
:
5
注
目
E
2
2
a
S
戸
ぎ
別
立
豆
宝
山
田
4
0
}
自
s
m
u
g

似

}

g
s
s
d
)
 

『
路
4

3
.
「
あ
な
た
に
ま
た
は
確
か
な
委
任
に
」

円山田
4
k
v
)

4
4
 

(
昨
日
立
〈

a
n
q
件。8
5
1

中
肢
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
託
舎
に
お
い
て
も

っ
と
も
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
指
閲
文
句
で
あ
る
「
N
に

S
Z、
ま

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ブ
ル
ン
ナ
1

「
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
無
記
名
証
券
』
(
一
八
七
九
年
)
(
そ
の
3
)
(庄
子
)

一一一一七
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O
O
五

た
は
、
そ
の
受
任
者
に

(
u
g出向
O
S
8
8色
、
そ
の
あ
る
受
任
者
に

2
2

8
5
5
8
g
g
s
e
、
そ
の
受
命
者
に
(
叫
8
8
5
5
8向

田

3

8岬
)
、
あ

る
受
命
者
に

R
O
E
-口
8
2諸島出品目
g
g
c
、
受
任
者
に

(
5
8品目
g
g門)」。

一
二
七
一
一
一
年
一
私
は
上
述
の
遺
諒
さ
れ
た
者
の
手
に
、
ま
た
は
、
彼

ら
が
立
て
る
彼
ら
の
受
任
者
に
、
上
述
の
二

0
0
0
リ
l
ヴ
ル
を
引
き

、
出
〉

渡
す
か
引
き
渡
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

2
5
?
な
忠
ロ

gszrs&3

HHぐ『由時和田

S
3
2出品刊関門出回
S
S
E
R
E
3
h
W
4山富士同国出回

U-o『
noggmgこ
g

可
刷
ザ

釦出国宮
2HMn宮内庁間内回目
C回目ル由
1
2
8
a開閉師自己司
m
a
g・)

}
二
七
六
年
・
そ
し
て
こ
の
二
二
六
リ
!
ヴ
ル
を
:
:
:
我
今
は
受
け

取
っ
て
お
り
、
そ
し
て
、
我
々
は
こ
の
オ
l
ブ
リ
i
に
ま
た
は
彼
の
一

一
陥
)

定
の
受
命
者
に
返
還
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
(
回
目
。
ぃ
色
町
訟

の
O
R
Z
T
S
-
b富
山
田
c
g
g
g
おロ
ZN
町内司
J
M
1
p
g出
昨
吋
吉
弘
司
刊
伊

口白山
EU「
〉

gσ
門司

C
E
U
由。ロ

8
3
Sロ
noggNS込叩沼田口
F
)

5
.
彼
に
ま
た
は
彼
の
代
理
人
に
と
い
う
ド
イ
ツ
の
手
形
文
句
に
対

応
し
て
、
「
N
に
ま
た
は
彼
の
代
理
人
に

S
Z
E
。
口
町
剖
g
g
g言明

一
出
羽

)」。
指
図
文
句
は
、
そ
れ
に
所
持
と
い
う
条
件
が
何
ら
か
の
形
式
に
お
い

て
付
加
さ
れ
る
と
き
は
、
指
図
式
持
参
入
払
文
句
(
。
込
町
江
口
町
各
市
吋

門戸白

E
S
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
。

1
.

「
ま
た
は
こ
れ
ら
の
証
書
を
も
っ
彼
の
受
任
者
に

(
C
E
U
Sロ

S
S
2
2
2
2
E
5
3
0
5
E
o」

入。

て
一
二
六
年
一
ア
ミ
ア
ン
(
〉
豆
町
世
田
)
市
は
、
四
人
の
指
名
さ
れ

八
附
ν

た
人
々
が
後
の
い
わ
ゆ
る
ト
ン
チ
ン
年
金
守
E
E
m
)
の
形
式
に
お

い
て
注
文
す
る
年
金
を
売
却
す
る
。
「
筏
々
は
そ
の
一
一

O
リ
!
ヴ
ル
を

受
け
取
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
:
:
:
前
述
の
ア
!
ス
で
:
:
:
こ
れ
ら
の

証
書
を
も
つ
で
あ
ろ
う
ひ
と
び
と
に
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
の
人
骨
の
中

の
生
存
者
に
、
こ
れ
ら
の
証
書
を
も
っ
彼
ら
の
受
任
者
に
ま
た
は
彼
ら

の
中
の
生
存
者
の
受
任
者
に
、
毎
年
、
返
還
し
か
っ
支
払
う
べ
き
債
務

を
負
担
し
た
。
」

(
Z
Z
E色町田
V

宗
管
・

5
5
8
2
2恋
仲
g
z
a
ミ
g
m

g
診
E
h
v
B
E母
由
良
町
宮
F
R
・-曲目仏
2
8
a
F
F・-
u
n
F
s
s
q
g同中口一

州事、町内円。豆町内出
E
岳
町
出
音
色
〈
回
虫
丸
小
宮
町
玄
陪
出
血
岨
断
}
開
巴
叫

2
5
3
8件。
E
E
Z

no口同出自民仏国込町同町一位回出三〈回忌

q
z
n
Z曲四回出

nm柏戸内容]市開問足当釦一回円ロ町田田町民間

u
u
 

hw叫

戸

)

ヮ“

「
ま
た
は
彼
の
受
佼
者
た
る
所
持
人

(O国
防
曲
。
ロ

g
5
5
8同

司
0
3
2『
ご
ま
た
は
類
似
の
も
の
ひ

一
一
一
一
一
七
年
一
私
は
、
ペ
ー
ス
・
ド
ル
タ
に
、
お
よ
び
、
彼
の
子
孫

に
、
あ
る
い
は
、
こ
の
証
書
を
所
持
す
る
彼
の
受
命
者
に
、
二
五
O
リ
ー

ル
を
返
還
す
る
こ
と
お
よ
ぴ
支
払
う
こ
と
を
、
勝
一
回
聞
な
か
っ
法
的
な
ス

テ
イ
プ
ラ
チ
オ
ン
に
よ
っ
て
約
束
す
る
。
(
四
回
目
斗
一
言
。
ヨ
再
出
円
四
E
2
2

自
民
戸
加
だ
廿

q
p
n口町内仲間
v
q
w
m己
的
叫
ん
官
三
曲
伸
一
。
器
出
巴
史
訪
問
可
。
コ
同
町
時
皆
目
C
口
。
?

凶

時

)

品
OHMtcmw
問
。
出
お
3
2
5
5田昌弘
ngmHM門司
03陪品開『内同町

GEm刊誌
hwnR宮
内
内
戸

hm-

z
z
おこ一

四
六
九
年
一
こ
の
金
額
の
た
め
に
、
前
述
の
権
利
要
求
者
ま
た
は



こ
れ
の
所
持
人
た
る
受
命
者
に
支
払
う
こ
と
(
約
束
手
形
)
(
E
$

3
5腎
8
3
0
3
3白
書
{
噌

s
i
z
z
:
s
n
g
z
g
s
'

B
曲
目
息
苦
R
m
E司

RH48】回目(口
E
z
g・)

3
.

「
ま
た
は
こ
れ
ら
の
証
書
を
持
つ
で
あ
ろ
う
彼
ら
の
受
命
者
に

SZ
白】

2
8
S
B諸島問
g
gご
宣
言
お

8
r
w曾町田・)」

上
述
の
諸
文
句
は
、
十
七
世
紀
以
来
、
彼
の
指
図
に
従
っ
て

(U8由

。
a
F
回目。司一色
m
F
色・
0
島
田
町
)
と
い
う
文
句
を
と
お
し
て
押
し
や
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
諸
文
句
は
そ
の
先
駆
者
を
な
す
の
で
あ
る
。

と
く
に
手
形
に
お
い
て
は
、
指
図
文
句

(
n
S
E
a
s
。
己
主
は
、
一

六
七
三
年
の
商
事
勅
令
(
寄
与

o
s
g
n
n
E
g
g
S
2
5
)
の
影
響
の
も

と
に
ほ
と
ん
ど
排
他
的
な
支
配
へ
と
到
達
し
て
い
る
。
指
図
手
形
の
最

古
の
痕
跡
を
、
ひ
と
は
通
常
一
六
O
七
年
の
ナ
ポ
リ
の
法
律
の
中
に
見

出
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
同
法
律
を
と
お
し
て
証
明
さ
れ
る
「
ま

た
は
彼
が
指
図
す
る
で
あ
ろ
う
人
に

S
n
z
o
a
-田
町
品
こ
と
い
う
文

句
は
、
そ
の
語
意
に
従
え
ば
、
も
っ
と
古
い
文
句
で
あ
る
「
ま
た
は
彼

が
指
図
す
る
で
あ
ろ
う
人
に
(
〈

a
E仲
買
8
8宮
忌
)
」
あ
る
い
は
「
ま

た
は
彼
が
委
任
す
る
で
あ
ろ
う
人
に

(
g
-
n
E
s
s
e
g岳
)
」
に
対

応
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
句
の
う
ち
、
最
初
の
も
の
は
、
十
二
世
紀

な
い
し
十
回
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
債
務
証
書
の
中
に
、
最
後
の
も
の
は
、

一
二
四
七
年
な
い
し
一
二
四
八
年
の
マ
ル
セ
イ
ユ
の
約
束
手
形
の
中
に
、

証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
「
ま
た
は
彼

が
委
任
す
る
で
あ
ろ
う
人
に

2
a
n
E
B
S弘
警

E
C」
と
い
う
文
句

と
「
ま
た
は
彼
の
受
任
者
に
(
〈
四
回
目
色

g
s
e
g
)」
「
彼
の
受
任
者
に

(U8国
gロ
5
8
p
g
s
s
g品目白
g同
)
」
と
い
う
書
式
と
が
同
価
値
で

あ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
こ
と
新
し
く
指
摘
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
私

が
こ
れ
ら
の
文
句
す
べ
て
を
異
な
る
文
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
指
図
文
句

(。

a
R己
注
目
白
山
)
と
名
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
そ
の
語
意
に

対
す
る
顧
慮
と
そ
の
法
的
意
味
に
対
す
る
顧
慮
を
も
っ
て
生
ず
る
の
で

あ
る
。約

束
手
形
(
問
符

gsnva)
に
お
い
て
は
、
指
図
文
句
は
、
報
告

さ
れ
た
意
味
に
お
い
て
は
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ず
っ
と
遅
れ
て
そ
れ
は
、
〈
以
前
は
一
般
に
指
図
禁
止
証
券

(mmng習
な
旦
と
し
て
、
そ
し
て
し
か
も
通
常
、
手
形
受
領
者
が
手

形
の
中
に
名
指
し
さ
れ
た
第
四
の
手
形
当
事
者
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る

呈
示
人
(
耳
障
田
町
田
同
自
己
へ
の
支
払
を
約
定
し
た
と
い
う
方
法
に
お
い

て
、
振
り
幽
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
〉
為
替
手
形
へ
と
導
入
を
見
出
し
た
。

そ
の
方
法
は
、
為
替
手
形
に
欠
鉄
せ
る
指
図
文
句
の
代
用
物
と
し
て
奉

仕
し
た
制
度
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
ま
た
、
イ
タ
リ

ア
に
'
由
来
す
る
、
い
ま
や
国
際
的
な

P
S
Q・
-
島
町
同
(
指
図
に
よ
っ
て
、

指
図
人
に

γ
と
い
う
文
句
が
、
〈
そ
れ
ら
の
も
と
で
は
、
結
局
、

μ
ま

た
は
誠
実
な
説
明
人
に
(
。
旨

B
E
3
2
8
E骨
子

と

い

う

意
味
ゆ
た
か
な
書
式
が
も
っ
と
も
}
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

の
〉
よ
り
古
い
国
内
的
な
指
図
文
句
を
ほ
と
ん
ど
完
全
に
除
去
し
た
。

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
プ
ル
ン
ナ
i
『
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
無
記
名
証
券
』
(
一
八
七
九
年
)
(
そ
の

3
)
(庄
子
)

三
一
九



筑
波
法
政
第
三
十
九
号
(
二

O
O
五
)

単
純
な
代
理
人
文
句
(
日
n
g
w
z
n
却。
n
R
R
U虫
色
は
、
例
え
ば
、

以
下
の
諸
形
式
を
提
供
し
て
い
る
。

1
.
ま
た
は
彼
の
代
理
人
に
(
〈
巳
望
C
E
S
S『
時
間

EC)
、
ま
た
は
彼

ら
の
代
理
人
に

(
E
主
E
円
安
。
2
3
R
)

一
一
一
一
五
九
年
一
も
し
我
今
が
:
:
:
市
長
、
都
市
助
役
お
よ
び
(
ア
ミ

ア
ン
の
)
共
同
体
に
、
ま
た
は
、
彼
ら
の
代
理
人
に
、
彼
ら
の
た
め
に

か
つ
彼
ら
の
名
で
前
記
の
共
同
体
の
利
益
に
よ
っ
て
一
年
に
つ
き
土
地

ま
た
は
収
益
か
ら
前
記
の
二

O
O
リ
i
ヴ
ル
を
与
え
か
っ
引
き
渡
す
と

こ
ろ
の
:
:
:
ア
ミ
ア
ン
の
大
法
官
お
よ
び
受
取
人
に
よ
る
委
任
に
基
づ

い
て
、
与
え
る
と
き
は
(
己

3
・
a
s
g
E
g
g
s
g
m
w
g
g
E
5
σ
a
-
q

a
お

n
g、
開
口
司
円
〉
同
比
四
四
回
開
:
・
:
・
内
定
問

σ包
ロ
刊
誌
兄
島
山
}
を
お
国
仲
間
四
国
一
円
門
田

5
5即時
8
J

anznis∞
VOロ
G022ngMM55MMWロ
円
臥
(
〈
。
ロ
〉

S
F
n
z
c
c
z
u
-由民間
}81

2
8
E門
司

C
R
E
-
H
2
8
W母
国

。

5

2
司
円
。
安
門
同
町
」
急
円
相

8
5
5
E
E依

Moa-am聞
の
門
川
口
高
血

0
2
w
g
R
n
c
E
R出
向
。
宮
司

g
・)。

一
一
二
九
六
年
一
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
な
た
に
:
:
:
あ
な
た
が
上
述
の
修

道
院
ま
た
は
修
道
院
の
た
め
の
代
理
人
に
年
金
を
支
払
い
か
つ
引
き
渡

す
こ
と
を
:
:
:
委
任
す
る
(
お
ま
リ
き
5
5
5
8
g仏
o
g
-
-
:
:
宮内

-
〈

Oロ
拍
唱
知
一
符

N
n神
仏
弘
行
四
回
ぐ
円
白
川
市
山
口
門
出
口
町
田
叫
町
民
明
片
町
巴
回
開
閉

OE
日
開
口
『
問
肖
申

nE吋
mwE吋

{
悩
)

唱
。
巴
『
町
出
向
日
-
同
『
再
開
困
問
。
:
:
:
-
)
む

イ
ギ
リ
ス
の
証
書
は
、
き
わ
め
て
し
ば
し
ば
「
あ
る
い
は
彼
の
代
理

人
に
守
n
-
z
c
員
2
8
8
)
」
「
あ
る
い
は
彼
の
一
定
の
代
理
人
に
(
〈
色

一
肌
)

S
O
S
H
H
c
a
g
g
hき
こ
と
い
う
対
応
す
る
文
句
を
含
ん
で
い
る
。

三
二

O

え
あ
る
い
は
使
者
に
、
あ
る
い
は
彼
の
一
定
の
使
者
に
(
〈
問
Z
5
1

位
向

ydhan由
民

O
E
E回
忌
。
議
。
)
。

一
二
三
八
年
一
ラ
テ
ン
帝
国
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

i
プ
ル
大
使
、
司

令
官
お
よ
び
宮
内
大
臣
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

i
プ
ル
で
キ
リ
ス
ト
の

荊
冠
を
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
イ
リ

l
ヌ
ス
に
、
我
々
が
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
l
ブ
ル
に
お
い
て
あ
な
た
(
ニ
コ
ラ
オ
・
ク
イ
リ

i
ヌ
ス
)
に
ま
た

は
あ
な
た
の
使
者
に
我
々
に
よ
っ
て
ま
た
は
使
者
に
よ
っ
て
返
還
す
る

こ
と
お
よ
び
支
払
う
こ
と
の
義
務
を
負
う
と
こ
ろ
の
、
己
目
凶
合
」
ユ
ペ

ル
ベ

i
ル
の
た
め
に
質
入
す
る
。
そ
の
支
払
い
が
あ
な
た
ま
た
は
あ
な

た
の
使
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
前
述
の
神
聖
な
荊
冠
は
、
主

人
パ
ル
ド
ゥ
イ

i
ヌ
ス
ま
た
は
こ
の
民
家
の
そ
の
他
の
主
人
、
あ
る
い

は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

i
ブ
ル
大
使
ま
た
は
使
者
、
あ
る
い
は
、
彼
の

受
任
者
へ
と
到
達
す
べ
き
で
あ
る

C
3∞・
0
2
E
E
-
島
常
内

8
5
8

S玄
m
g
a
仏

R
Y両
静
岡
開
岳
山
品
目
仏

g
E
8
5
2
n宮
ロ
国
内
包
田
町
民
吉
自
由

40奇
問

M
E
S

NE
内

Q
E
E墨田
c
E
&
n
U司
3
0呉
同

g
m
g
a田
氏
品
開

g
E
n
o
E
g
o
s
?

〈
剛
剛
一

s
z三
位
二
己
岩
山
可
同
8
e
q
o
p
a
E
2
0
5
5
R】

uq
ロ
O出
〈

a
-
U
2
E
P
n
z
g

円

-E巾
司
自
由
同
問

MOBc-55FFn
宮

内

C
D
a
g
g
o一℃
c
z
t
g
(
Z
n
q
z
o
o
sユ
ロ
。
)

〈
開
}
言
。
出
口
口
n
L
0・
。
ロ
間
開
。
}
ロ
色
。

=
m
C玄
〈

巳

g
c
ロ
出
国

C
O
-
-・
:
-
p
a同
島
町
宙

開白

n
g
S
E
n
g
n
c
g
g
宮
内
同

O
Bぽ
ロ
自
由
巳
円
四
巴
可

E
B
h
w廷
と

E
5
a
o活
z
z
g

u£
5

5官
『
比
一
可
開
岬

vaEHMg
〈
叩
}
回
出
出
向
宮
同
国
〈
同
日
間

E
g
g
g昔
E
g
仏
師
E

σ白
血
同
色
町
三
三
『

P
)
。

一
二
六
三
年
一
フ
ラ
ン
ド
リ
エ
伯
爵
グ
イ
ド
は
、
:
:
:
(
修
道
院
に
)



:
・
前
述
の
修
道
院
の
女
院
長
を
と
お
し
て
、
ま
た
は
、
彼
女
の
一
定

の
使
者
か
受
任
者
を
と
お
し
て
、
支
払
わ
れ
る
べ
き
年
の
七
O
リ
1
プ

ロ
を
年
ご
と
に
受
け
取
る
こ
と
を
、
第
二
の
受
任
者
の
期
待
な
し
に
、

指
図
し
た
(
ロ
g
u
o
a
s
。g
g
g
盟
S
骨

wi--・
8包
mwEt
ヱg
g
g
t

s
ュS
F同
M内定
】

吋

g
i
-
-・
8
ロ
包
叫
師
会
出
言
問

g
立
g
a
(同国)恒国国仲間包国間富山町

宮
内
師
事
註
曲
目

g
&
a
-
5
5
E
Z
n
-
官
i

g
ぬ
吾
雪
国
自
民
回
目
部
出
向

g
s
e
e
g
開仲間拓自国仲間同時
5
2苦
nsき
ロ
o
s
s
a邑・)。

一
二
一
一
二
年
一
ラ
イ
ム
ン
ト
・
フ
ォ
ン
・
ト
ゥ
I
ル
I
ズ
伯
爵
は
、

シ
ス
テ
ル
ス
の
修
道
院
長
ま
た
は
そ
の
人
自
身
の
使
者
に
銀
貨
ニ

0
0

マ
ル
ク
を
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
、
「
シ
ス
テ
ル
ス
の
ド
l
ム
の
使
者

ま
た
は
使
者
た
ち
が
・
・
・
・
・
・
大
修
道
院
長
の
書
面
お
よ
び
契
約
の
書
面
を

携
え
て
、
受
け
取
ら
れ
る
べ
き
前
述
の
金
銭
の
た
め
に
、
あ
な
た
方
の

好
意
を
も
っ
て
受
領
さ
れ
る
者
〔
支
払
人
〕
自
身
の
も
と
に
、
そ
し
て
、

す
べ
て
の
支
払
い
の
た
め
に
、
来
る
時
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
値
で
あ
れ

:
M
(島
町
宮
富
岡
町
)
の
も
と
で
こ
れ
ら
の
派
遣
さ
れ
た
人
々
に
履

行
す
る
こ
と
を
:
:
:
」
彼
の
執
事
に
命
ず
る
。
「
彼
ら
は
完
全
な
支
払

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
(
回
出
戸

U
Q民

m
a
g
z邑
〈
S

J

「。a
S
8
5
a
E
n
Z
号
g
〉

σ
8
5ロ
c
a
o
R
4四
回
目

E怠
o
e田町
g
N当
a'

E
E
E
富
民
昨
忽

g
q
N
z
g
z
g
z
E
g
m
m喜

5
5
g
∞
g
g
n
E
y

az邑
田
5
2窓
口

S
E田
40】
出
口
回
忌
:
:
:
号
自
出
国
内
町
B
R
E
E
S
S
E

E
仲
間
阻
害
住
田

2
8ヨ
g
g由
:
:
:
聞
き
胃
a
w
g
吻

nnSE
吋

mn仲間旨ロ色白

色

43開
話
埋
め
江
田
二
宮
g
v
g
G
S
お
n笠
邑
田
町
四
円
o
g
g
問巡回虫回目・

8
E
v
h
S
F
o
g露
呈

02
出
荷
1
a
-邑
g
e
i
-
-
-
a
g
z
s
g
・

回忌
g
民
国
冨
宮
町
民
間
同

8
z
a
o田町民乙

代
理
文
句
は
、
し
ば
し
ば
呈
示
文
句
と
の
結
合
に
お
い
て
、
た
だ
、

債
務
証
書
を
呈
示
す
る
よ
う
な
使
者
に
対
し
て
の
み
給
付
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
配
権
保
有
者
文
句
(
剛
4
0
2
E回
宮
宮
崎
E

n同
富
田
町
】
)
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

1
.
証
券
を
所
持
す
る
使
者
に

(
E
E
E
O
E
m
g
品
。
皆
g
e
)

二
二
八
年
一
聖
レ
ミ
グ
ス
大
修
道
院
長
で
あ
る
私
ぺ
ト
ル
ス
は
、

使
者
を
し
て
、
我
々
が
消
費
貸
借
に
よ
っ
て
聖
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
の
現
在
の

三
O
O
日
の
市
日
に
お
い
て
、
ロ

l
マ
市
民
で
あ
る
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
デ
-

ア
レ
ク
シ
オ
と
マ
テ
オ
・
ダ
1
レ
か
ら
、
我
々
と
我
々
の
教
会
が
持
つ

だ
け
の
量
の
金
銭
を
受
け
取
っ
た
こ
と
〔
を
、
そ
し
て
〕
、
彼
ら
に
ま

た
は
〔
消
費
貸
借
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
託
書
を
所
持
す
る
〕
彼
ら

の
一
定
の
使
者
に
聖
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
の
最
も
近
い
三
O
O
日
の
市
日
に
お

い
て
前
も
っ
て
「
ハ

i
レ
!
、
ハ

l
レ
!
、
支
払
地
で
の
十
五
リ
l
プ

ル
を
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
四
日
〔
の
猶
予
〕
期
間
を
も
っ
て
返
還
す

る
こ
と
を
、
行
わ
せ
る
(
己
目
∞
口
開
問
。
宮
吉
田
阻
害
gω
』

NO邑開即時国
O
E
g

同曲
nF呂田開国
O∞
g
g
g
B
8立
由
曲
目
旨
唱
沼
田
gzez由
gpmM52ω
回忌辰吉町田

5
8
5
5
5
曲
の
お
明
。
ユ
C

同
世
田
注
目
巴
。
。
同
窓
担
問
F
g
U白同町
a
iザ居間同。自皆同開

Sロ
S
S
宮

g
同
百
件
。
ョ
官
民
U

回
忌
相
官
。
仏
国
2
2
0
n
n
-
a
u
s書
闘
再
開
一
ヨ
ヨ
E

g
g
-
g吉
田

8
5
5国
nぢ
田
宮
内
恒
国
内
田
町
ヨ
尽
き

g
え
R
g
e
p崎町田忠

混
在
S

E
宮

6
5
喜
一
邑
吉
宮

ω』。
E
5
2
5
8
5
5
5
告
書
MO『
島
町
宮
間

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ブ
ル
ン
ナ
l

「
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
無
記
名
証
券
』
(
一
八
七
九
年
)
(
そ
の

3
)
(庄
子
}

一一一一一



筑
波
法
政
第
三
十
九
号
(
ニ

O
O
五
)

術

担
ロ
お
岳
民
自
己
記
出
町
宮
内
民
間
m
-
出
血
円
相
一

M
r
g
u
g出
向
凶
『
口
三
田
町
ロ
田
町
剖
色
m
宮
間
守

{

則

附

)

ヨ開口問。目)。

一
二
九
九
年
一
あ
な
た
が
た
は
、
我
々
が

E
修
道
会
員
た
ち
に
対
し

て
、
彼
ら
に
ま
た
は
こ
の
誉
回
を
所
持
す
る
彼
ら
の
一
定
の
代
理
人
に

支
払
わ
れ
る
べ
き
十
二
マ
ル
ク
の
銀
に
お
い
て
債
務
を
負
わ
さ
れ
る
こ

と
を
、
更
改
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
(
口
事
一

Z
c
g
E出国
2
0ま
m
g
i
E

2
豆
荘
。
出
仲
間
品
目
開
・
回
口
出
問
自
白
同
町
山
由
貿
一
問
。
口
同
困
惑
ぞ
臼
増

α丘
町
民
回
〈

a

g
g
g
g同
H
o
g
g
g陪
件
。
問
富
岡
田
富
田
田
町
ユ
唱
宣
言
庁
内
開
諸
国
民
・
)
。

2
.
こ
れ
ら
の
人
々
の
た
め
の
関
税
収
吏
に

(3asユ勺
8
3
)

パ
リ
高
等
法
院
判
例
集
は
、
「
上
述
の
商
人
た
ち
に
ま
た
は
彼
ら
の

た
め
の
上
述
の
書
一
期
の
所
持
人
に
支
払
う
べ
き
(
一
八
一
四
リ
l
ブ
ル

を
も
っ
て
こ
と
い
う
文
句
を
含
む
債
務
読
書
に
関
す
る
一
一
一
一
一
八
年

の
訴
訟
事
件
を
含
ん
で
い
る

5
5
2
5
8
H
E吉
田

nzsmonZEE-

〈
C
ロ
己
】
∞

E
Z『
包
ロ
白
罰
的
各
ロ
広
ザ
ユ
え

SF円
安
河
内
宮
口
お
7
8
2
m昌
弘
仲
間
(
}
∞
】
品

目広三

z
e
a
u
g
n
R
m
w
gユ
吉
田
〈
仏
門
出

ngas--ロ白
g
g
g
勺

O
R
F
Sユ
官
。

AmL 

a凹

)

03
.
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
証
書
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
彼
の
一
定
の

伝
唱
に
従
っ
て
(
。

5
2
5
5
S同

5
2開
2
5
3
E
5
8
0語
'

S
)
 伝

言

(
E
C
ロ巳
E
出
)
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

(
8
2
g胸
骨
)
は
、
こ
れ
ら
の
証
書

に
お
い
て
は
、
た
ん
な
る
使
者
で
は
な
く
、
受
領
し
訴
え
を
提
起
す
る

こ
と
が
で
き
る
代
理
権
を
与
え
ら
れ
た
者
と
し
て
、
代
理
人
と
同
様
に

一一一
一一

理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
記
本
書
七
十
九
頁
の
一
一
二
一
二
年

の
証
書
に
お
い
て
は
、
債
権
者
の
使
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
収
益
か
ら
債

務
金
額
が
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
、
ヴ
エ
ク
マ
ウ
ト
(
者
同
開

ggHY)

を
管
理
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
十
二
世

紀
の
証
書
に
よ
れ
ば
、
使
者
は
、
公
認
人
の
行
為
を
と
お
し
て
任
命
さ

れ
、
そ
し
て
、
裁
判
上
の
代
理
の
権
限
を
備
え
て
い
た
。

受
任
者

(
S
E
E自
己
)
の
法
的
地
位
と
代
理
人

G
8
2
8ロ
司
)
の
法

的
地
位
は
、
主
人
(
ま
口
nF
哲
也
)
と
の
関
係
に
お
い
て
と
債
務
者

S
S
E
E
l

=R)
と
の
関
係
に
お
い
て
異
な
っ
て
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

指
図
文
句
ま
た
は
代
理
人
文
句
を
も
っ
債
務
証
書
を
自
己
に
発
行
さ

せ
た
主
人
は
、
そ
の
債
務
証
書
に
基
づ
い
て
、
制
限
さ
れ
た
任
意
代
理

権
の
時
期
に
お
い
て
は
‘
代
理
の
特
権
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

な
し
に
、
債
権
を
受
任
者
を
と
お
し
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
っ
代

理
人
の
許
容
性
に
関
す
る
諸
原
則
に
よ
れ
ば
、
被
告
が
そ
の
同
意
を
与

え
た
と
き
は
、
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
原
告
に
は
、
代
理
人
を
と

お
し
て
弁
護
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
同
意
は
、

そ
れ
が
は
じ
め
て
訴
訟
の
提
起
の
目
的
で
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
お

そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
獲
得
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
被
告
は
、

原
告
に
対
し
て
訴
訟
す
る
こ
と
を
進
ん
で
容
易
に
す
る
と
い
う
利
益
を



持
た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
債
権
者
が
す
で
に
債
務
契
約
の

中
で
債
務
者
の
当
該
同
意
の
こ
と
を
保
証
さ
れ
、
債
務
者
が
債
務
証
書

を
と
お
し
て
〔
場
合
に
よ
っ
て
は
債
権
者
の
受
任
者
ま
た
は
代
理
人
に

給
付
す
べ
く
〕
自
ら
を
義
務
づ
け
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
被
告
と
し

て
、
原
告
の
代
理
人
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

主
人
は
、
受
任
者
ま
た
は
使
者
を
、
こ
の
者
が
債
権
を
彼
自
身
の
利

益
の
た
め
に
行
使
す
る
と
い
う
方
法
に
お
い
て
も
ま
た
、
任
命
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

外
部
関
係
が
問
題
と
な
る
と
き
は
、
受
任
者
と
代
理
人
と
は
、
前
者

が
よ
り
大
き
な
活
動
の
自
由
を
有
す
る
限
り
で
区
別
さ
れ
る
。
受
任
者

は
、
自
己
の
名
に
お
い
て
ま
た
は
主
人
の
名
に
お
い
て
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
証
券
の
引
渡
の
基
礎
に
あ
る
カ
ウ
ザ
を
援

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
カ
ウ
ザ
は
外
部
に
向
か
っ
て
も
潜
在

的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
債
務
者
は
、
確
か
に
名
指

し
で
指
名
さ
れ
た
者
ま
た
は
そ
の
者
に
彼
が
委
任
す
る
で
あ
ろ
う
者

〔
受
任
者
〕
に
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
中
に

名
指
し
さ
れ
た
受
任
者
に
支
払
う
と
い
う
全
く
抽
象
的
な
内
容
を
も
っ

主
人
の
命
令
を
援
用
す
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に

お
い
て
は
、
受
任
者
の
地
位
は
、
代
理
人
で
あ
る
こ
と
と
自
ら
が
債
権

者
で
あ
る
こ
と
と
の
対
立
を
超
え
て
、
高
め
ら
れ
る
。
彼
は
、
自
ら
代

理
権
を
援
用
す
る
こ
と
な
し
に
、
実
際
に
代
理
人
で
あ
り
う
る
。
彼
は
、

債
権
の
取
得
権
原
を
証
明
す
る
こ
と
な
し
に
、
債
権
者
で
あ
り
う
る
。

受
任
者
が
、
主
人
の
名
に
お
い
て
訴
訟
を
提
起
す
る
と
き
は
、
彼
は
、

彼
の
代
理
権
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
が
し
か
し
主
人
の
権

利
承
継
者
と
し
て
、
ヴ
ェ
ー
ル
を
剥
が
れ
さ
れ
た
カ
ウ
ザ
を
も
っ
て
、

自
己
の
名
に
お
い
て
訴
訟
を
提
起
す
る
と
き
は
、
彼
は
、
彼
の
訴
訟
を

行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
を
と
お
し
て
碁
礎
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

彼
の
地
位
は
、
し
か
し
、
指
図
文
句
の
基
礎
の
う
え
に
、
単
純
記
名
証

券
が
引
き
渡
さ
れ
た
債
権
譲
受
人
地
位
よ
り
も
有
利
な
地
位
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
債
権
譲
渡
の
効
果
が
債
務
者
へ
の
通
知
に
依
存
し
て
以
来
、

指
図
文
句
に
基
づ
く
譲
渡
は
、
ぞ
れ
が
通
知
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う

利
点
を
提
供
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
通
知
は
、
む
し
ろ
指
図
人
へ
と

支
払
う
こ
と
を
欲
す
る
と
い
う
債
務
証
書
の
中
で
与
え
ら
れ
た
債
務
者

の
表
示
を
と
お
し
て
補
充
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

代
理
人
は
、
代
理
権
文
句
(
刃
包
z
g
h
g居
間
色
)
の
文
言
を
と
お
し
て
、

彼
が
た
だ
主
人
の
名
に
お
い
て
主
人
の
代
理
権
と
の
関
連
を
も
っ
て
の

み
訴
訟
を
提
起
し
て
よ
い
限
り
で
制
限
さ
れ
て
い
る
。
代
理
文
句
(
〈
争

g
z
a
a
g
Eロ
)
は
、
こ
の
こ
と
を
と
き
お
り
、
そ
れ
ら
が
、
名
指

し
で
指
名
さ
れ
た
者
に
対
し
て
ま
た
は
彼
ら
の
た
め
に
彼
ら
の
名
に
お

い
て
す
る
彼
品
切
代
理
人
に
対
し
て

(
O
Z
E叫

3
2
5賢
官
耳
目
巳
∞

g
w
a
g
B
)、
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
不
安
げ
な
注
意
を
も
っ
て
と
く
に
強
調
し
て
い
る
。

受
任
者
が
主
人
の
名
に
お
い
て
訴
え
、
ま
た
は
、
代
理
人
が
代
理
権

文
句
を
も
っ
証
券
に
よ
っ
て
訴
え
る
と
き
は
、
代
理
人
に
対
し
て
は
主

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ブ
ル
ン
ナ
l
「
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
無
記
名
証
券
』
(
一
八
七
九
年
)
(
そ
の

3
)
(庄
子
)

一一一一一一一一



筑
波
法
政
第
三
十
九
号
(
二

O
O
五
)

人
の
人
格
か
ら
の
抗
弁
権
(
思
号
邑
g
g
∞
仏
岡
崎
g
a
g
込
町
田
号
室
吉
田
)

が
対
抗
さ
れ
う
る
。
こ
の
法
命
題
は
、
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
教
え

る
と
こ
ろ
の
多
い
、
一
一
一
一
一
八
年
の
パ
リ
議
会
の
一
判
決
を
と
お
し
て

(
描
)

証
明
さ
れ
る
。
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ル
ジ
ニ
ヨ
ン
(
者
同
町
四
百

g
出
回
。
巴
長
官
富
)
は
、
二
人
の
ル
ツ
カ
の
商
人
に
債
務
証
書
を
一
八

一
郎
プ
フ
ン
ト
に
つ
い
て
上
記
二
人
の
支
払
わ
れ
る
べ
き
溺
人
に
ま
た

は
彼
ら
の
た
め
に
上
記
の
書
面
を
所
持
す
る
者
に
(
幸
町
二
∞
E
Z
E

g
τ
g
&閣
内

出

nat宮
崎
町
民
宮
啓
g
d
邑
円
陣
E
R
g
s
-昨仲
m
g
g
B
宮
内
位
向
。
ュ
司
8

3)
振
り
出
し
た
。
あ
る
リ
ヒ
ャ
ル
ト
な
る
者
が
商
人
た
ち
の
名
に

お
い
て
H

お
よ
び
彼
ら
の
た
め
に
(
又
聞
き

e由

5
4
債
務
証
書
に
基

づ
く
執
行
を
求
め
る
。
振
出
入
は
、
記
載
さ
れ
た
レ
l
ト
と
支
払
時
期

と
は
別
の
そ
れ
が
合
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
ゆ
え
に
、
証
券
の
文
言
は
締

結
さ
れ
た
契
約
に
対
応
し
て
い
な
い
、
と
抗
弁
す
る
。
シ
ャ
ト
レ
裁
判

所
の
裁
判
官
(
窓
善
言

g号
室
は
、
振
出
入
に
よ
っ
て
申
し
立

て
ら
れ
た
証
拠
を
却
下
し
、
そ
し
て
、
執
行
へ
と
判
決
を
下
し
た
。
振

出
入
は
控
訴
し
、
そ
し
て
、
「
原
審
は
誤
っ
て
判
決
し
、
主
人
た
る
ギ

レ
ル
ム
ス
は
正
当
に
控
訴
し
た
」
(
司
g
8
0包
g
g
g
巳と
E
W
静
岡
臨
時
a
e
s

畏
E
ョ
。
g
F
E
S
E
g
宮
君
臨
遺
骨
密
回
目
白
)
と
す
る
議
会
の
判
決
を
得
た
。

シ
ャ
ト
レ
裁
判
所
は
、
お
そ
ら
く
「
彼
ら
の
た
め
に

G
8
2
)
」
と

い
う
文
句
を
顧
慮
せ
ず
、
証
書
を
選
択
持
参
入
文
句
を
伴
う
証
券
と
し

て
取
り
扱
っ
た
の
で
あ
る
。
所
持
人
は
主
人
の
名
に
お
い
て
受
場
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
霊
場
し
た
の
で
、
所
持
人
で
は
な
く
主
人
が

三
ニ
四

真
実
の
原
告
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
主
人
は
、
原
告
の
人
絡
か

ら
の
抗
弁
権
を
許
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
証
券
が
選
択
持
参

入
文
句
を
備
え
て
い
た
と
き
は
、
被
告
の
抗
弁
権
は
却
下
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
出

w

受
任
者
ま
た
は
使
者
が
債
務
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
資
格
を
与
え

ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
は
、
ま
ず
第
一
に
債
務
証
書
の
文
言

か
ら
回
答
さ
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
、
「
名
指
し
で
指
名
さ
れ
た
者
の

明
瞭
な
証
書
宣
言

E
宮

5
5
)
を
所
持
す
る
受
任
者
ま
た
は
使
者

に
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
受

任
者
ま
た
は
使
者
は
、
主
人
の
証
書
を
と
お
し
て
資
格
を
与
え
ら
れ
て

(
冊
v

い
る
に
違
い
な
い
。

使
者
ま
た
は
代
理
人
は
、
一
般
に
プ
ロ
ク
ラ
ト
l
リ
ウ
ム
(
望
。
口
回
中

同
}

e
E
芝
、
す
な
わ
ち
代
理
権
を
呈
示
す
る
こ
と
へ
と
指
示
さ
れ
た
。

受
任
者
は
、
彼
が
証
券
引
渡
の
法
律
上
の
原
闘
を
暴
露
し
た
い
と
欲
す

る
と
き
は
、
プ
ロ
ク
ラ
ト
l
リ
ウ
ム
ま
た
は
債
権
譲
渡
証
書
を
資
格
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
を
欲
し
た
。
し
か
し
ま
た
、
例
え
ば
そ
の
後
の
裏

書
の
種
類
に
従
っ
て
「
私
の
た
め
に
某
に
支
払
え
(
官
民
司
自
s
g
g

官
官
B
N
U
S
豆
)
」
と
い
う
委
託
を
含
む
抽
象
的
な
書
面
に
よ
る
委

任
で
足
り
る
。
受
任
者
を
記
載
す
る
語
は
、
同
時
に
、
彼
に
給
付
さ
れ

る
べ
き
命
令
を
表
現
す
る
。
す
で
に
中
世
の
委
任
(
自
由
昔
E
F
E
B
'

S
B
e
g
s
F
B
S母
国
E
C
の
中
に
。
&
民
(
指
図
、
命
令
)
と
い
う

語
の
二
重
の
意
味
が
存
在
し
て
い
る
。



主
人
の
委
任
を
実
行
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
任
意
の
証
拠
手
段
を

利
用
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
受
任
者
の
自
由
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
証
書
に
基
づ
く
資
格
は
、
と
く
に
商
取
引
に
お
い
て
は
広
く
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
委
任
を
証
明
す
る
た
め
に
、
彼
は
、

緊
急
の
場
合
に
は
、
彼
が
債
務
証
書
を
手
に
し
て
い
る
と
い
う
条
件
の

も
と
に
、
た
だ
、
彼
に
指
図
文
句
を
伴
う
債
務
証
書
が
名
指
し
で
指
名

さ
れ
た
者
か
ら
譲
渡
さ
れ
て
い
る
と
い
う
証
明
を
提
出
す
る
こ
と
だ
け

《
掴
}

が
必
要
と
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
広
く
流
布
さ
れ
た
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ

の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
名
指
し
で
指
名
さ
れ
た
者
の
委
任
が
推

定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
債
務
証
書
の
交
付
の
こ
の
証
明

が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
と
お
し
て
、
指
図
証
券
は
無
記
名
証
券
か
ら

区
別
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
ひ
と
は
そ
も
そ
も
、
債
務
証
書

(
盟
】

に
付
い
て
の
こ
れ
ら
二
つ
の
形
態
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

類
似
の
推
定
を
、
ボ
エ
リ
ウ
ス
(
回
忌
ロ
ロ
開
)
お
よ
び
お
そ
ら
く
は

マ
ズ
ユ
エ
(
迄
貧
富
崎
)
も
ま
た
、
支
配
権
保
有
文
句

(
p
s
g
a国
吉
宮
崎

n
g
zお
む
を
伴
う
証
券
に
お
け
る
代
理
人
ま
た
は
使
者
の
た
め
に
主
張

し
た
。
ボ
エ
リ
ウ
ス
は
、
品
目
S
E
M∞
f
R。・1

戸
に
お
い
て
、
債
務
の
支

払
の
際
に
代
理
人
の
受
領
証
と
並
ん
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
代
理
機
証
書
を

交
付
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
、
「
な
ぜ
な
ら
こ
の
フ
ラ
ン
ス
王

国
に
お
い
て
、
債
務
者
は
債
務
を
負
担
し
、
そ
し
て
、
債
権
者
自
身
に

か
ま
た
は
債
務
証
書
を
所
持
す
る
そ
の
代
理
人
ま
た
は
使
者
に
支
払
う

こ
と
を
約
束
し
た
ゆ
え
に
、
そ
れ
ゆ
え
債
務
者
が
彼
ら
の
中
の
だ
れ
か

に
お
と
な
し
く
支
払
い
の
名
義
に
お
い
て
支
払
う
こ
と
で
足
り
る
か
ら

で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
諸
地
方
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
に
従
え
ば
、
支
払
を
す
る
債
務
者
が
前
述
の
債
務
証
書
を
監
視
し
、

委
任
に
つ
い
て
確
定
す
る
こ
と
が
安
全
で
あ
る
。
」
(
官
U
S
F
2
8
m
g

p
M出
a
g
古
田
邑
c
m
w窓
S
2
m
o
g仲
刷
陪
仲
良
喝
さ
邑
怠
仲
間
。
守
町
哲
三
宮

r
B島
E

S
ユ
〈
a
a
g
句
史
》

E
S
S乱
闘
国
岡
田
口
ロ
n
g
g
a
g
o
e民
間
陣
容
ユ
邸
内
w
p
g
E念場

E
R
g窓
口
宵
望
。
鳥
島
町
民
医
。

E
S
8
2
a
m
o
n
g
-色
富
田
玄
包
g
a
g
g
g

怠

F
R
W
師。E-
同
町

B
g
o官
百
官
同
民
吉
田

p
g
a
R
-
ω
邑
冨
吉
国

g
z
m
a

nEロ
仏
国

B
E
S
S
E
O品
色
町
窓
円

2
8
z
g田
町
ロ
師
同
色
富
野
町
門
担
回
目

MEa-ng
由。σE

Z
m軒
両

O
同時
g
E
H
(目
3
8
5宮内世田

BEes-)
と
一
一
出
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

付
加
さ
れ
た
引
用
、

5
7《

uop昇
志
(
コ
1
デ
ッ
ク
ス
四
巻
十
九
節
第

二
十
一
法
文
)
お
よ
び

2
2
8
N
E
F
-
-
h
a
-〈
-
Z
(
コ
l
デ
ッ
ク
ス

五
巻
十
四
節
第
十
一
法
文
の
注
釈
)
は
、
委
任
の
証
明
の
た
め
に
は
受

領
証
を
作
成
す
る
使
者
へ
の
債
務
証
書
の
引
渡
の
証
明
が
必
要
で
あ
る

(
醐
)

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

指
図
文
句
を
伴
、
つ
証
券
は
、
た
だ
一
回
だ
け
の
交
付
の
み
を
許
容
し

た
。
受
任
者
は
、
確
か
に
、
彼
に
証
券
が
名
指
し
で
指
名
さ
れ
た
者
に

よ
っ
て
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
彼
が
こ
の
証
明
を
原
則
と
し

て
そ
の
者
の
香
蘭
に
よ
る
委
任
を
と
お
し
て
提
出
し
た
こ
と
、
の
証
明

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
よ
り
古
い
指
図
証
券
は
、
こ
の

点
に
お
い
て
本
質
的
に
、
幾
人
か
の
手
を
と
お
し
て
流
通
す
る
こ
と
が

《
捌
)

で
き
た
無
記
名
証
券
か
ら
区
別
さ
れ
た
。

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ブ
ル
ン
ナ
l
『
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
無
記
名
証
券
』
(
一
人
七
九
年
)
(
そ
の

3
)
(庄
子
)

一
二
ニ
五



筑
波
法
政
第
三
十
九
号
(
二

O
O五
)

指
図
一
一
紘
券
の
法
的
な
取
扱
に
お
け
る
変
更
は
、
十
七
枇
紀
前
半
に
お

い
て
フ
ラ
ン
ス
で
裏
金
問
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
生
じ

た
。
裏
書
は
、
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
起
源
の
も
の
で
あ

る
c

サ
ヴ
ァ
リ

(
E
5
3
)
に
よ
れ
ば
、
裏
警
は
、
一
六
一
一

O
年
よ
り

市
出
)

前
に
は
登
場
し
な
か
っ
た
c

裏
警
は
、
二
つ
の
側
面
に
向
か
っ
て
革
新
で
あ
っ
た
。
第
一
は
、
形

式
的
な
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
以
前
に
は
受
任
者
は
、
彼
が
債
務
証
書

と
並
ん
で
呈
示
し
た
と
こ
ろ
の
、
原
則
と
し
て
特
別
な
プ
ロ
ク
ラ
ト

1

リ
ウ
ム
ま
た
は
委
任
を
得
た
の
に
対
し
て
、
い
ま
や
、
委
任
は
、
債
務

証
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
裏
書
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
四
国
E

号
虫
色
(
裏
書
す
る
)
お
よ
び

g号
出
回
目
忠
由
民
(
裏
書
)
と
い
う
表
現
は
、

項目的

g
n
z
E
2
S
5
2同
(
手
形
裏
書
)
よ
り
も
著
し
く
古
い
。
す
で
に

中
役
に
お
い
て
、
裏
書
は
、
主
た
る
証
書
の
裏
面
に
置
か
れ
た
事
後
証

番

(
Z
R
E円WEEn)
と
し
て
様
々
な
利
用
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
売
買
読
書
(
択
さ
伊
ロ
np)
が
、
殿
様
(
宣
明
白

2
司
)
が
開
民
主

に
占
有
(
印
但

2
5
)
(叙
任
田
口
〈
叩
抗
告
肖
)
を
与
え
た
場
合
に
、
行
わ
れ

、
醐
v

た
叙
任
の
記
載
を
も
っ
て
裏
書
さ
れ
た
と
い
う
慣
習
が
存
在
し
た
。
土

地
の
質
入
ま
た
は
定
期
金
の
設
定
の
際
に
質
権
や
定
期
金
の
優
先
権
を

確
保
す
る
た
め
に
、
健
機
設
定
証
書
な
ら
び
に
定
期
金
証
券
が
裁
判
所

で
公
示
さ
れ
、
そ
し
て
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
後
に
知
ら
せ
ら
れ
る
抵

当
権
ま
た
は
定
期
金
に
対
す
る
優
先
権
を
保
証
し
た
記
載
(
低
当
権
公

示、

E
口安田
n
g
m口
問
)
が
記
載
さ
れ
た
。
こ
の
行
為
は
裏
書
す
る
こ
と

二一
A
L

、

一一川一

(
叩
足
。
∞
お
こ
と
呼
ば
れ
、
記
載
は
裏
書

(
m
a
2
8
5
8円
)
と
呼
ば
れ

へ
即
)

た
の
で
あ
る
。
行
わ
れ
た
召
喚
を
、
召
喚
す
る
上
級
下
士
官
は
召
喚
状

町
醐
)

(
Z
S
E盟
関
凶

Z
P
Z
)
に
裏
書
し
た
。
ブ
テ
イ
イ
エ
に
よ
れ
ば
、
受
領
一
試

が
債
務
証
書
の
義
樹
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
、
受
領
記
載
の
最
も
確
実

〔
湘
一

な
種
類
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
裏
面
に
支
払
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き

は
、
こ
の
債
務
に
つ
い
て
は
決
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
訴
求
さ
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
正
富
田
庁
号
酢
由
民

2
2お
宮
町
民
〕
予

B
2
5
m
W
8寄

【山富市

R
g
宮
廷

2
5
宮
口
2
5
5
空
母
・
こ
か
ら
で
あ
る
。
裳
害
さ
れ

た
受
領
記
載
を
、
ひ
と
は
、
同
様
に
、
裏
書
(
町
出
品
。
回
目
白
5
3
H
)
と
名

F

悶
}

づ
け
た
。
特
別
に
注
目
に
値
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
私
に
と
っ

て
、
ダ
ム
ホ
ウ
ダ

l
(り白
E
g
o
E
R

一
五
八
一
没
)
の
指
摘
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
は
、
自
ら
の
た
め
に
後
代
理
人
を
置
い
た
代
理
人
(
喝
さ

2
3
6

言
)
は
、
復
代
理
人
の
指
定
(
山
岳
怠

E-oロ
)
を
代
理
権
証
書
の
上
に

裏
脅
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
人
が
委
任

(
g
s
s
g乱
msgc

を
裏
書
と
し
て
債
務
託
香
上
に
指
図
文
句
(
。
丘
町
三
宮
加
さ
を
も
っ

て
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
公
証
の
形
式

の
拡
張
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
利
用
の
お
き
は
、

必
ず
し
も
正
確
に
は
決
定
さ
れ
な
い
。
そ
の
利
用
が
十
七
世
紀
初
頭
を

超
え
て
及
ぶ
こ
と
は
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
自
体
と
し
て
あ
り
そ
う
に

な
い
こ
と
で
は
な
い
。

こ
の
純
粋
に
形
式
的
な
変
化
よ
り
も
理
婆
な
の
は
、
指
図
証
券
が
あ

る
数
の
承
継
的
な
交
付
を
許
し
た
と
い
う
法
命
題
の
登
場
で
あ
る
。
こ



の
法
命
題
の
成
立
は
、
七
世
紀
の
最
初
の
四
半
期
に
当
た
り
、
極
め
て

あ
り
そ
う
な
こ
と
に
上
記
本
書
六
八
支
に
描
か
れ
た
無
記
名
証
券
の
運

命
の
直
接
の
結
果
で
あ
る
。
選
択
持
参
入
文
句
を
伴
、
つ
証
券
が
、
取
引

に
対
し
て
無
制
限
な
流
通
能
力
を
伴
、
つ
有
価
証
券
を
提
供
し
た
。
こ
の

無
制
限
な
流
通
能
力
を
そ
の
有
側
証
券
は
、
ひ
と
が
所
持
人
か
ら
名
指

し
で
指
名
さ
れ
た
者
の
債
権
譲
渡
証
書
ま
た
は
代
理
権
読
書
を
要
求
し

た
と
き
に
失
っ
た
。
白
地
約
束

G
8
5
2
8∞
g
g
g
n
)
を
と
お
し
て

代
用
物
を
創
る
試
み
は
、
失
敗
し
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
の
試
み
は
一

六
O
四
年
、
一
六
二
年
、
二
ハ
二
四
年
の
禁
止
判
決
(
〉
忠
信
)
を

惹
起
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ひ
と
は
、
指
図
証
券
を
無
制
限
の

流
通
能
力
を
も
っ
証
券
へ
と
作
り
変
え
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

試
み
は
成
功
し
た
。
営
業
取
引
は
、
そ
の
時
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

ロ
1
マ
法
学
の
教
義
に
よ
っ
て
損
失
を
被
っ
た
領
域
を
、
指
図
証
券
の

無
制
限
の
裏
書
.
可
能
性
の
形
成
を
と
お
し
て
、
少
な
く
と
も
一
部
分
再

び
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

我
々
が
上
記
に
お
い
て
学
び
知
っ
た
よ
う
な
指
図
丈
句
の
文
言
は
、

指
図
証
券
の
多
数
回
の
交
付
と
矛
盾
し
て
い
る
。
債
務
者
は
、
確
か
に
、

名
指
し
で
指
名
さ
れ
た
者
、
ま
た
は
、
そ
の
者
に
こ
の
者
が
給
付
す
る

こ
と
を
命
ず
る
で
あ
ろ
う
者
に
対
し
て
、
た
だ
給
付
す
る
こ
と
だ
け
を

約
束
す
る
。
指
図
(
。
丘
四
『
)
は
、
そ
れ
ゆ
え
議
初
か
ら
名
指
し
で
指

名
さ
れ
た
者
の
人
物
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
証
券
を
最

初
の
被
裏
書
人
の
手
か
ら
受
け
取
っ
た
所
持
人
は
、
自
ら
の
た
め
に
名

指
し
で
指
名
さ
れ
た
者
の
受
任
者
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
指
図
文
句
を
伴
、
つ
手
形
に
お
い
て
も
ま
た
、
も
と
も
と
た
だ

一
回
の
交
付
だ
け
が
許
さ
れ
て
い
た
。
ひ
と
が
そ
れ
と
袋
書
の
形
成
を

結
び
つ
け
る
の
が
常
で
あ
る
有
名
な
二
ハ

O
七
年
の
ナ
ポ
リ
の
法
律
は
、

手
形
が
「
ま
た
は
彼
が
指
図
す
る
で
あ
ろ
う
者
に

(
C
E
c
a
P
Rを
」

と
い
う
文
句
を
伴
、
つ
手
形
が
一
回
よ
り
多
く
裏
書
さ
れ
る
こ
と
を
、
濫

用
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
。
い
か
な
る
側
に
向
か
っ
て
も
革
新
は
含
ま

れ
て
お
ら
ず
、
意
図
的
な
革
新
と
は
反
対
に
、
旧
法
の
立
場
の
う
え
に

位
置
付
け
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
外
で
は
、
ひ
と
は
、
ま
だ
怪
文
い
問
、

フ
ラ
ン
ス
法
が
無
制
限
な
裏
書
可
能
性
を
形
成
し
た
後
に
、
指
図
手
形

(。

a
m
Z
R
F
a
)
の
多
数
回
の
交
付
の
禁
止
に
鴎
執
し
た
の
で
あ
る
。

ヱ
ハ
七
八
年
の
リ
ヨ
ン
の
市
場
命
令
は
、
報
復
措
置
の
視
点
の
も
と
に
、

イ
タ
リ
ア
か
ら
、
ド
イ
ツ
か
ら
、
ス
イ
ス
か
ら
、
そ
し
て
ピ
エ
モ
ン
ト

か
ら
、
た
だ
一
回
だ
け
裏
書
さ
れ
た
手
形
は
引
き
受
け
ら
れ
、
そ
し
て
、

支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
規
定
し
た
。
ぞ
れ
は
、
そ
こ
か
ら
こ
れ

ら
の
国
々
の
手
形
法
は
、
当
時
指
図
文
句
の
効
果
の
も
と
も
と
の
制
限

を
ま
だ
超
え
て
は
行
か
な
か
っ
た
こ
と
が
開
明
ら
か
に
な
る
措
霞
で
あ
っ

(
山
一

た。
一
六
七
三
年
の
勅
令
は
、
裏
書
(
関
口
号
出
国

3
8円
)
と
指
図
(
。
丘
町
司
)

の
間
附
の
区
別
を
し
て
い
る
。
裏
書
は
、
わ
れ
わ
れ
の
支
配
権
裏
書
の
よ

う
に
取
立
の
た
め
の
代
理
機
を
意
味
す
る
。
指
図
は
、
こ
れ
と
は
反
対

に
、
手
形
に
つ
い
て
の
所
有
権
を
譲
渡
す
る
、
裏
書
さ
れ
た
記
載
で
あ

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ブ
ル
ン
ナ

1
『
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
無
記
名
証
券
』
(
一
八
七
九
年
)
(
そ
の

3
)
(
庄
子
)

七



筑
波
法
政
第
一
一
一
十
九
号
(
二

O
O
五
)

る
。
指
図
は
、
裏
書
が
「
受
領
さ
れ
た
る
対
価
(
〈
同
庁
号

8
2巴
と
い

う
価
値
文
句
(
垣
内
R
F
n
E
E
E
)

を
含
む
場
合
に
存
在
す
る
。
こ
の
我
々

の
今
日
の
用
語
法
と
の
議
離
は
、
手
形
を
裏
書
す
る
こ
と
が
ま
ず
最
初

に
代
理
権
を
授
与
す
る
こ
と
の
目
的
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
の
推
定
を
答
易
に
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
無
制
限
な
裏
書
可
能
性
と

い
う
法
命
題
の
形
成
は
、
さ
ら
に
、
こ
こ
で
そ
れ
に
詳
細
に
立
ち
入
ら

れ
う
る
で
あ
ろ
う
以
上
に
、
我
々
の
課
題
の
枠
か
ら
余
り
に
も
逸
脱
す

る。
そ
も
そ
も
そ
し
て
ど
こ
ま
で
単
純
指
図
文
句

(
8
5
n
z
g
o
a
2
f

己
2
8
5
と
指
図
持
参
入
文
句
(
安
島
注
目
E
Z
E注
目
立
)
が
、
そ
し
て
、

代
理
権
文
句
(
喝
さ
2
H
E妥
協
同
)
と
代
理
機
持
参
入
文
句
(
削
4
0
2
5
5
'

E
Z
E
g邑
)
が
、
そ
れ
ら
の
効
采
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
か
、
と
い

う
問
題
を
詳
論
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。
所
持
人
た
る
受
任
者

(
8
5
B
S
S
宮
コ
E
吋
)
ま
た
は
証
書
を
所
持
す
る
使
者
に
対
し
て
支

払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
・
読
書
に
あ
る
と
き
は
、
た
だ
債
務
証
書
を
呈

示
す
る
受
任
者
ま
た
は
使
者
の
み
が
資
格
を
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
、
た

だ
債
務
者
が
債
務
証
書
の
呈
示
と
引
き
換
え
に
支
払
う
場
合
に
の
み
、

債
務
者
は
免
責
さ
れ
る
。
し
か
し
単
純
指
図
文
句
お
よ
び
代
理
機
文
句

に
お
い
て
も
ま
た
、
債
務
証
書
が
そ
れ
自
身
法
律
上
長
一
不
証
券
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
る
場
合
に
、
そ
し
て
、
そ
の
限
り
で
、
同
一
の
法
深
刻
が

妥
当
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
し
か
し
、
債
務
証
書
が
呈
示
文
句
を
含
ま

な
い
場
合
に
も
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
中
世
に
お
い
て
は
さ
ら
に
し
ば
し
ば

iへ

問
題
と
な
っ
た
。

非
常
に
多
く
の
痕
跡
が
、
そ
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
債
権
者
は

受
領
託
を
発
行
せ
ず
、
債
務
説
書
を
失
効
さ
せ
て
返
還
し
、
そ
し
て
、

た
だ
債
権
者
が
債
務
読
書
を
失
っ
て
い
た
場
合
に
の
み
、
終
末
読
書

(
吋
忌
玄
え
)
を
作
成
し
た
と
い
う
、
フ
ラ
ン
ク
の
慣
習
は
、
ト
ゥ
ル

i

ズ
の
慣
習
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
北
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
慣

習
は
、
失
わ
れ
た
債
務
誌
舎
の
多
数
の
排
除
(
無
効
宣
言

5
2宮
古
)

/
附
W

)

を
と
お
し
て
証
明
さ
れ
る
。
ア
ヴ
イ
ニ
ヨ
ン
の
慣
習
に
よ
れ
ば
、
債
権

者
は
、
債
務
証
書
を
返
還
す
る
か
、
ま
た
は
、
債
務
証
書
を
債
務
者
の

眼
前
で
、
債
務
者
が
同
時
に
受
領
誌
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
粉
々

に
切
り
裂
く
べ
き
で
あ
る
。
保
証
人
は
、
そ
も
そ
も
、
も
し
債
権
者
が

完
全
な
証
券
を
彼
に
返
還
し
な
い
と
き
は

S
E
s
aぎ
ご
白
註
静
岡
a
S
B

出

5
5
8
g
B
E
R
m『

E
B
-
-
支
払
う
必
要
が
な
い
。
ベ
ル
ジ
ユ
ラ
ッ
ク

(
却
、

(切開同加白
gn)
の
慣
習
に
よ
れ
ば
、
債
務
証
書
を
手
中
に
有
す
る
債
務

者
は
、
免
責
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
定
法
は
、

満
足
を
受
け
た
債
権
者
が
債
務
託
金
聞
を
留
置
す
る
こ
と
を
、
た
と
え
ば

債
務
者
が
返
還
を
婆
求
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
刑
罰
を
も
っ
て
禁

止
し
て
い
る
。
手
形
法
に
お
い
て
は
、
手
形
の
長
一
不
は
、
ぞ
れ
の
行
使

の
自
明
の
前
提
と
み
な
さ
れ
た
。
呈
示
人
と
し
て
の
第
四
の
手
形
当
事

者
の
記
載
は
、
引
き
受
け
お
よ
び
義
舎
の
諸
形
式
を
必
然
性
を
も
っ
て

拒
絶
す
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
債
務
証
書
は
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
壁
一
不
証
券
の
性



格
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
処
分
証
書
(
骨
吉
田
区

g

g吉
田
品
開
)
の
法
的
理
解
に
お
け
る
き
わ
め
て
重
要
な
変
化
と
関
連
す

(
臨
}

る
発
展
で
あ
る
。
以
前
、
債
務
者
を
と
お
し
て
の
カ
ル
タ
(
円
由
民
同
)
の

交
付
が
債
務
契
約
を
完
成
さ
せ
た
よ
う
に
、
債
権
者
の
側
か
ら
の
証
書

の
返
還
も
ま
た
、
民
対
行
為
と
し
て
債
務
関
係
を
解
消
さ
せ
た
。
し
か

し
な
が
ら
ロ

l
マ
法
・
教
会
法
的
な
教
義
は
、
処
分
証
書
(
島
田
宮
田
宮
守
町

C
持

E
E伺
)
と
単
純
な
証
明
証
書
(
忠
臣
n
v
g
回
目
耳
目
白

E
E
O
)
の
関

の
区
別
、
カ
ル
タ

(nEと
と
ノ
テ
イ
ツ
ィ
ア

2
2
E曲
)
の
隠
の
区

別
を
見
過
ご
し
た
。
教
義
は
、
た
だ
証
明
証
書
の
み
を
知
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
見
解
の
呪
縛
の
下
に
、
契
約
が
そ
の
当
時
ま
で
、
証
書

の
交
付
を
と
お
し
て
締
結
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
す
べ
て

の
場
合
に
お
い
て
、
ひ
と
は
、
証
書
が
単
な
る
証
明
手
段
で
あ
る
ゆ
え

に
、
契
約
の
完
成
の
た
め
に
は
必
要
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
契
約
は
単

な
る
合
意
を
と
お
し
て
完
成
さ
れ
る
と
い
う
結
論
に
到
逮
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
(
ま
ず
最
初
に
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
)

契
約
の
一
般
的
拘
束
力
と
い
う
ド
グ
マ
が
成
立
し
た
叱
債
務
証
書
は
単

な
る
証
明
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
債
権
者
は
、
債
権
を
証
書
な

し
で
も
ま
た
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
債
務
者
は
、
彼
が
債
権
者
の

受
領
証
に
お
い
て
支
払
い
の
証
明
手
段
を
受
け
取
っ
た
場
合
に
、
危
険

な
く
支
払
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
か
っ
、
こ
の
立

場
に
立
つ
ほ
と
ん
ど
の
慣
習
は
、
債
務
者
に
、
そ
の
ほ
か
に
、
債
務
証

(
副
)

書
の
事
後
的
な
返
還
を
求
め
る
請
求
権
を
与
え
て
い
る
。

債
務
証
書
が
呈
一
不
証
券
の
性
格
を
も
た
な
か
っ
た
場
所
で
は
、
そ
し

て
、
そ
の
限
り
で
は
、
「
受
任
者
た
る
所
持
人

(gsssrsa出
馬
)
」

と
は
反
対
に
、
単
純
な
受
任
者
は
、
債
権
を
、
そ
れ
を
名
指
し
で
指
名

さ
れ
た
者
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
ま
っ
た
く
同
様
に
、
証
券
な
し
に

Z
5
Z苦
吾
)
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
加
え
る
に
、
そ
の
よ
う

な
諸
場
合
は
、
き
わ
め
て
し
ば
し
ば
と
い
う
ほ
ど
に
は
、
行
わ
れ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
債
務
証
書
が
執
行
力
あ
る
債
務
名
義
守
吉
乙
で
あ

っ
た
と
き
は
、
債
権
者
に
対
し
て
は
、
そ
し
て
同
様
に
、
証
券
を
も
た

な
い
受
任
者

(nossg弘
田
宮
町
田
吉
弘
田
)
に
対
し
て
は
、
準
備
さ
れ
た

執
行
百
四

E
皆
吉
岡
尉
釘
)
は
、
拒
否
さ
れ
た
。
受
任
者
の
資
格
の
た

め
に
は
、
債
務
証
書
の
交
付
の
証
明
は
、
彼
が
こ
の
債
務
証
書
を
手
中

に
有
し
た
こ
と
で
足
り
た
。
債
務
者
が
、
彼
が
指
図
人
(
。
丘
町
『
)
に

支
払
う
こ
と
を
約
束
し
た
こ
と
を
否
定
し
た
と
き
は
、
債
務
証
書
な
き

指
図
人
は
、
お
そ
ら
く
大
多
数
の
場
合
に
お
い
て
、
証
明
を
も
た
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
誇
命
題
の
使
者
(
ロ

g
a
z己
へ
の
類
推
適
用
は
、

お
の
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。

【
以
上
、
本
文
完
}

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ブ
ル
ン
ナ
l
「
中
世
フ
ラ
ン
ス
の
無
記
名
証
券
』
(
一
八
七
九
年
)
(
そ
の

3
)
(庄
子
)
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